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海苔生産高の永年安化

堀 田 秀 之 ・田村 正

(東北海区水産研究所〉 〈北大水産学部〉

ON THE SECULAR TREND OF THE HARVEST OF L!¥VER CPorphyra sp.) 

Hideyuki HOTTA and Tadashi TAMl-'RA 

The記C叫arvariation in the product of laver開rone unit of area WIぽ'ecalculated from 

the past records， and c1a田 ifiedinto thr田 typ回 in. accordance with statおticaltests as time 

縮 ieson data from 19 pref配 t町 esin Japan. 

A most significant charactぽ isticof type 1， represented by IWATE， MIYAGI， FUKUSHIMA， 

CfUBA， KA:NAGAWA， AICHI， KAGAWA， EHlME， UKAYAMA， YAMAGGCHI， FUK亡OKAand OOITA 

Prefectures was found in the gradual increa舘 ofthe yield. As to type 2， represented by MIE， 

Hn泊 SHlMAand KUMAMOTO Prefectures， this . yield was nearly equal first but has been 

suddenly in町 'ea記 dsince 1942. In type 3， the yield was increased at first but has been d配 :re田ed

since ] 942， re戸田entedby TOKYO Metropolitan Area and SHI~COKA Pref配 ture.

Apぽiodicityof about 7-8 years and 10-13 years was found in舘 Vぽ altypeS. But this 

pぽ iodicitywas 0凶ervedas 7 years and 10 years in several loca1ities where the sp配 ificor 

racia1 conditions were homogeneo四.

It田 emsthat白isperiodicity is related to. the solar-index (number of sun-spots) from the 

fact that solar-index is cωTelated with the atomospheric tempぽ atureduring the winter 

配 asonfrom De<却nberto February (r = + 0 .74). 

1.緒言

アマ;7]"}類の養殖は，古〈より全国各地のfba岸に於いて，集業の家族的小経宮として，行われてき

たが，その生産高にも年々相当の豊凶のあったことは既に知られてい忍 Q それで古い業者はノ Fのこ

とを「漣草くうんぐさ)Jとも呼び，又その養殖経営に当1)r十作一作」と云われている様に不安定

な状態である。近年の養猫技術の高度化に伴い，その管理，運営によって，或る程度の環境の変化に

つい℃対応させることが出来る様になれ生産の増加と恒常を維持ナる研究が行われている。では過

去のノ Pの生産状況は，eの様左足変化があヲたかを分析・検討しておく意味で，その永年変化を調ぺ

℃みた。過去の記録に関ナる限1)t 充分ではないが農林統計によヲた.

2. 永年変化の型

1912年から1945年までの34ヶ年聞の記録により，統計年度の多い19県のアマノ P養殖高・経営坪数

から坪当り生産数量(生貫〉を求めた。総生産高は業者数・経営坪数によヲて変化するが，経営規模・

坪当 bの誕数等は犬休一定と見倣してよいから，豊凶の程度を坪当り生産数量を以て表わナことは安

当と思われる。先1";便主主， 1912年から1925年までを第I期， 1926年から1934年まで第E期， 1935 
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年から1941年までを第E期， 1942年から
Table 1 The productivity of the lav甘 perone tsubo 

(ca. 3.3mりateach period-(Kan(f四 bJ/tsubo) 194o年までを第百期として区分してみ

で士て一一-Peri凶ls:19ロ-'25I 1926-'34 I 19明-'41I 1942-'45 た。第 1表は各県の各期の坪当り平均主主

¥¥¥ I 1I m IV 産高を示したものである。乙の表から各
Prefectures¥¥¥ 

県の各期の母平均経過が同一型に属ナる

かどうかについて，検討してみる。即ち

第工期から第E期は，各県共に，大体増

加しているのでこれを除いて， 1I.ill.1V 

期について， (ill-lI)・ (IV-lI)につい

て，図示ナると第 1図の通りである。

第 1図をみると，殆んど原点附近に分布

ナる型，原J点上方に分布する型，第2象

限に分布ナる型の 8型に分類される乙と

は，その棄却楕円〈α=o%)によづて，

明らかである。これらによって，生産高

の永年変化は，第1の型椙手・宮城・

福島・石川I・千葉・神奈川・愛知・香川

愛媛・岡山・山口・ー福岡・大分の各県で

あらわされ， ill・1V期共に精々，宜期よ

P生産高が増加しているが，殆んE原点

附近に分布している型。l 第 2の型:三重広島熊本の各県であら問

1I.ill期は，殆んど変化がないが，1V期に念灘に増

加しているので，原点.J:方に分布ナる型。

1. Iwate 0.202 0.3"29 0.301 0.321 

2. Miyagi 0.401 0.543 0.361 0.591 

3. Fukushima 0.282 0.182 0.5回 0.188 

4. Ishikawa 0.221 0.358 0.302 0.330 

5. Chiba 0.288 0.353 0.682 0.635 

6.. Tokyo 1.045 2.034 2.209 0.665 

7. Kanagawa 0.479 0.623 0.835 0.737 

8. Shizuoka O.回3 1.669 3.371 1.091 

9. _Aichi 0.130 0.261 0.293 0.291 

10. Mie 0.101 0;265 0.450 0.870 

11. Wakayama 0.310 0.622 0.547 0.827 

12. Kagawa 0.373 O.~潟 0.078 O.~ぉ

13. Ehitre O.邸3 0.347 0.136 0.360 

14.0回yama 0.054 0.061 O.ω2 0.267 

15. Hiroshima 0.5位 0.523 0.457 3.015 

16. Yamaguchi 0.180 0.381 0.394 0.332 

17. Hukuoka. O.α渇 0.193 0.241 0.417 

18. Kumamoto 0.240 0.1お 0.187 1.709 

19. Ooita 0.209 0.372 O.~渇 0.719 
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Fig. 1 The mean of the universe of the 
productivity of laver by various 
prefect町白 oneach pぽ iod

?、
i、、E

I 

Fig.2 The annual!variation ofCthe productivity 
of the laver by each type 
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Fig. 3 The value of R! 
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Fig. 4 Periodical ana1ysおbythe Periodgram 
on the annual variation of the待。ducti-
vity of the lav'ぽ attheE槌 tMikawaBay 

第 8の型:東京・静岡の2県であらわされ.m期はE期よ P減少し.IV期には増加し，第2象眼に分

布ナる型。その各型に属ナる県の坪当 P苧均生産高の年変化は，第2図に示され，乙れよれ各型を

Periodgramによヲて週期分析を行ヲて，予想、週期としτ2年から15年までをとり.R'*の偵を計管

すると第8図の様に，各型に統一の週期は認められないが.7-8年及び10-18年の週期が存在する ζ

とが判る。震に須藤(19回〉はアサクサノ]}(PorPhyra tenera KEJELLUM)の品種・種類を東京構

で. o型に分類し℃いる。又各地のノ P当業者・ノ P販売業者は，アサクサノ Pの種・ 4芽・製品を赤

芽・青芽:九州物・三陸物:本場物・場違い物等の名称をづけ℃区別している。この様にアサクサノ

Pにも相当多くの.品種・種類があることが判る。新崎(1950)は，愛知県三術情産のアサクサノリは

ナガパ型の早生種で，伊勢構産のものは，マルバ型の晩生種であれその豊凶は相反ナる傾向がある

と謹べている様に，型，県単位の場合は，各養殖地先のアマノ F類の種々の品種の混合されたもので

あるから，豊凶の変動に統一性のないものと思われる。

3. 同一立地条件の養殖場の永年変化

養殖場が同一立地条件の所では，種苗の他地方からの移殖がたいものとナれば，アサクサノ Fの品

種或は種類は略々同ーと見徴されるので，明らかにこの様な場所副ち愛知県東三河清のアサクサノ P

の永年変化を Pぽ iodgramで週期分析してみると. 7年と10年の週期が卓越し℃いる ζとが判るく第

4図〉。

4. 海苔の豊凶と気象遡期との関係

ノ F の豊~;，gは，種付けと成長度によって左宿される所頗る多しそれらは水温その他海況並びに露

出乾燥・栄養温類の添加としての降雨等の諸条件に依る。それは気象要素と密接君主関係があることは

* 坪主宰り生産数量を 1つの定常時系列とみなし，時系列令体の分散 8!は

8!=会'1:C尚一又〉宮

平均系列の分散 ApSは

， p 
81"=会主伐i-XP)宮

• _8I'! 
乙れよlJ R!=~~!- と置く O~ R盟主芸1.

N:会体の数
x.:会体の平均

P :列の数
えP:平均系列の平均
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既に知られている所で，特に~期間 (12月 -2 月〉り水温と気温の殆んど同じ様友変化を示し，常に

水温が気温より高い(倉茂， 1935)ので，気温のノ Pに対ナる影響は犬きしこり期間の異常気温

〈暖冬・巌冬〉によ Pノリの腐敗病の発生・凍結枯死等によヲ℃ノ P異変が起うている。乙の異常気

温について，冬期気温と太陽黒点数〈ウオJ1.-フアー氏〉の極犬・極小期との関係にづいてみると，邸

ち，徳島測候所に於ける1893年から1949年までの冬期12月から 2月までの 8ヶ月閣の平均気温を求め

ると第5図の様に，太陽黒点数の極大・極小附近に異常気温〈高温・低温〉が起っている傾向がみら

れ，この両者の聞には有意~1Eの相関関係 (r=+0.74) が認められた〈α=5%)。堀口 (1924) は太

"C I • I 
b ?o-l ^ I 八 ↓ Ir [ I 
.:! J |〆へlハh 斗 八A¥ Iハ.1 ^̂  i 1¥ I ̂ I I 
雪ー lr+- i'J '1 -- 1・ー 1¥ n V'¥lへ NI"、11¥I ¥̂II、A1.... j 1 

ヒi'L I I I I Y I 1. I "Iv' { ~f -J 
脚「闘 :15 '~"'ÕS"'"ゐ通 Z 'i5'" ゐー..'3ι. ..初..ゐ...内'50

&...~・-・・-・-・-・-・Fig. 5 A verage air temperature of winter months (Dec. to' Feb.) at Tok国 h加a

陽黒点と雨量との関係を研究し，太陽黒点、の極大・極小の時に雨量に極端た現象〈早婚〉が起ること

を報じ，山本(1949)は日本各地の気温の年振巾の永年変化治宝太陽黒点の11年移動平均曲線と極めτ
よく一致している ζ とを報じτいる。乙の様にアサクサノ Fの10-13年週期は，略A気象還期と関係

があるものと推察されるが， 7年週期については，明らかでない。 ζれらの点にづいτ，更に今後各

養殖場のノPの生物学的調奈と共に検討しなければならない。
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